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わが国の超早産児(在胎24－28週)の3歳までの身体発育の検討
（出生時と 3歳までの発育との相関性） 
―周産期・新生児ネットワーク(NRN)10年間まとめ事業― 
 
○鈴木啓二 1)2) 
東海大学医学部専門診療学系小児科学 1)  
 
【目的】わが国において超早産（在胎 28 週未満）の出生は年間約 3000
でその生存率は約 90％である。しかし超早産での出生は児にとって大き
なインパクトを持っておりその後の発育・発達への影響が考えられる。
本研究では日本の周産期センターで入院管理された超早産児について出
生時の体重、身長、頭囲とその 3歳までの発育との相関性を検討した。 
【方法】NRNデータベースより抽出したデータを検討した。対象は 2010
年に 1年間に在胎 24週以上 28週未満で出生した児で体制の整った総合
周産期センターでフォローアップされ必要データの揃った症例について
集計した。出生時および 3歳時に体重・身長・頭囲を測定しえた症例に
ついて、出生時の SDスコアと歴年齢 3歳での SDスコアの間の相関関係、
出生時より歴年齢 3歳までの SDスコア変化量の相関関係を Pearson相関
分析法により男女別に検討した。 
【結果】抽出された対象は 396 例（男 229／女 167）で週数別内訳は 24
週台 91例、25週台 89例、26週台 99例、27週台 117例であった。出生
時の平均 SD スコアは男の頭囲以外はすべてマイナス、3 歳時の SD スコ
アはすべてマイナス、出生時から 3歳時までの SDスコアの変化量もすべ
てマイナスであった。出生時と 3歳での体重、身長、頭囲の SDスコアの
相関分析では、男の頭囲以外はすべて有意な正の相関関係がみられた。
出生時の SDスコアと出生時から 3歳時までの SDスコア変化量の相関分
析では男女ともすべての項目で強い負の相関関係がみられた。 
【結論】超早産児では出生の時点で既に発育抑制（程度の強さは体重＞
身長＞頭囲）がみられており 3歳時にはその程度はより強くなっていた。
出生時の SDスコアと 3歳時の SDスコアとの正相関は胎児期の発育傾向
が出生後も存在することを示唆する一方で出生時のSDスコアと3歳時ま
での SD スコア変化量の負相関は胎児期の発育傾向が出生後には逆方向
に向かう傾向を示しており DOHaD仮説の観点からも興味深いと思われる。 
